
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

○学習のポイントを意識できな
いまま活動に参加してしまう生
徒支援を昨年度の課題としてい
る。改善策として、家庭学習の
支援や実験観察の評価基準の明
示し、フィードバックを行った
とある。その結果、現２学年に
おいて、学習を苦手とし学習意
欲に乏しい生徒が評価対象を自
宅で取り組めばよいと考えてし
まい、授業内での取り組みを軽
視している傾向がある。さらに
他の教科の授業中にワークの答
えを記入し提出するなど学習効
果を疑う取り組みも見られた。
一般的に評価基準に留まる学習
姿勢に疑問を感じさせる、ある
種の成果が出ている。

〇小学校から引継ぎつつ、中学校理科の学習の特徴
や決まりなどを定着させる時間が必要であった。
〇理科室での実験観察は６月から実施している。
〇授業課題は、自分の力で取り組む難しさを知る機
会となっている。
〇グループ学習の中で事前情報（進研ゼミ等）に基
づいた「答えさがし」に意識が偏っているように見
えることがある。
〇教わる内容と実際に実験観察から得られた結果と
の差を埋める試行錯誤は苦手な生徒が多い。

○教科の学習を通して、楽しみながら学び合うことができる経験
を積む取り組みを前期・後期で実施し、その取り組みによる成長
を示し、生徒の学習意欲につなげていく。
○生徒自身の学習に対する姿勢を適宜問いかけつつ、新学習指導
要領の改訂に伴う評価基準の変更点について説明を行い、指導と
評価の一体化に即したフィードバックを実施する。
○安全配慮への取り組みを評価し、成果（結果）を求めすぎない
取り組みを推進する。様々な期待圧に対し無理をさせない。
○グループ学習の中で、チーム内での個々の持ちうる最適な能力
を共有し、互いに助け合い、認め合い、感謝し合える場となる学
習展開を実施する。
◎三鷹の「学び」のスタンダードに示される学校で身に着けさせ
る学習習慣は、成績上位層との比較や小・中の比較から取り組み
を促している。家庭版では、家庭学習70分間～105分間の習慣を
推進している。しかしながら、家庭での学習習慣や小学校の内容
が定着できていない生徒が多く見受けられる。夏休みも終わり、
内容も徐々に専門性を帯びてくるため、主体的に学ぶ姿勢を習得
が急務である。テストがあるから勉強する体制からの脱却を促し
ていく。授業のスピードを少し上げ、振り返りの時間を多くとる
ことで生徒一人一人の理解度をあげていく。また、授業内で予習

第２学年

○前年度、学習を苦手とする生
徒への支援を授業や家庭学習で
必要と捉えている。また、学び
あうグループワークを活かす取
り組みを課題とした。その結
果、現３学年では、受験生意識
の醸成と重なり授業における取
組姿勢は一応に一定以上の成果
を感じることができる。ただ
し、自ら学習に取り組む授業課
題では、生徒の能力差が顕著に
反映され、タブレットで動画を
ながめるだけの生徒も現れてい
る。そうした生徒に対し、学習
内容を指定し取り組みを促す必
要が出ている。この時、まわり
の生徒による声掛けは皆無で、
実験観察時のグループ学習での
学びあいの姿勢は、授業中での
主体的学習時の場で発揮されて

○学習を苦手とし学問に向き合う姿勢が乏しい生徒
が、遊びの延長のように授業や実験観察を捉えてい
る。
○
○
○努力を要する取り組み学習の中で、最短で評価の
基準に達しようとし、真の意味での中長期の学習効
果を考慮しない取り組みが見られる。
○
○実験・観察は基本的な作業を協力して行う取り組
みが必要である。
　
○安全に対する意識や取り組みより、安易な成果を
求める傾向がある。
○
○個別の配慮を必要としうる生徒の配慮に対する受
容姿勢が低く、時にグループ学習や教科指導を阻害
している。

○教科の学習を通して、楽しみながら学び合うことができる経験
を積む取り組みを前期・後期で実施し、その取り組みによる成長
を示し、生徒の学習意欲につなげていく。
○
○生徒自身の学習に対する姿勢を適宜問いかけつつ、新学習指導
要領の改訂に伴う評価基準の変更点について説明を行い、指導と
評価の一体化に即したフィードバックを実施する。
○
○安全配慮への取り組みを評価し、成果（結果）を求めすぎない
取り組みを推進する。様々な期待圧に対し無理をさせない。
○
○グループ学習の中で、チーム内での個々の持ちうる最適な能力
を共有し、互いに助け合い、認め合い、感謝し合える場となる学
習展開を実施する。
◎三鷹の「学び」のスタンダードに示される学校で身に着けさせ
る学習習慣は、成績上位層との比較や小・中の比較から取り組み
を促している。その上で、示された６つの学習習慣は成績上位層
の能力を有し一定の発達段階に達した生徒に対して、教育的効果
が十分期待できると考える。よって、さらに幅広く多くの生徒が
今後の発達を見通しながら、探究課題やレポート課題を協同で取

第３学年

〇前年度は、科学的な見方や
考え方に着目させ、自分の考
えに終始せず、根拠に基づい
た考えを導き出すことを課題
としている。そのための取り
組み時間をを確保し、試行錯
誤や新たな課題を見出しなが
ら、学習を調整する力を身に
着けさせようとしていた。こ
うした取り組みを経て、各自
の進む卒業後の進路において
約７％が理系関連の高校に進
学している。また、現段階で
退学等の情報もなく、多くの
生徒が進学先等で学習の調整
力を発揮しているものと考え
る。

〇学習状況は、受験に対する意識が醸成されている
ことから、学習に対する取り組む姿勢が見られてい
る一方で、授業課題では、自立して考察して答えを
導くことが難しい生徒が見受けられる。
　
○実験・観察は基本的な作業を協力して行う取り組
みが必要である。
　
〇他学年同士での学びの継承が弱く、学年カラーが
学習状況の振れ幅として見られることから、最終学
年から後輩に向けた取り組みの提示の場の創設が課
題である。

〇変化の著しい社会に応じた自ら学ぶ姿勢の確立は義務教育
での最終目標と考える。課題をとらえ、取り組む内容を定
め、限られた時間の中で成果につながる学習となるよう、試
行錯誤しなが学習を調整し、粘り強く取り組めるよう、学び
合う学級での価値を実感できる学習環境を提供する。特に
個々の躓きに対して、仲間との対話や働きかけから、自ら気
づく力を育てていく。
〇
◎三鷹「学び」のスタンダードに示される成績上位者が行っ
ている学習手法のみならず、学習に余裕がある生徒から頑張
ろうとしている生徒に対し声掛けができる学習の場を展開す
る。特に、学習課題の設定や取り組みの見通し等をクラスの
仲間と相談しながら実施できるように時間配分する。
〇
◎受験を終えた時期に、個々の取り組みなどの学習手法や習
慣等を伝え継承する授業内容を実施する。
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